	C.O.O.
	I.O.O.
	A.O.M.

	
	
	


感染対策管理委員会　第6回　　定例委員会
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　1.感染者・感染症状のある患者様の状況報告　
	
	東病棟
	西病棟
	北病棟
	南病棟
	青陽館
	南山苑
	南陽館
	南寿の里
	三沢

	発熱
	3
	1～8
	0
	0～2
	0
	1～7
	0
	0
	4

	呼吸器症状
	2
	1～17
	0
	1～2
	0
	1
	0
	0
	0

	下痢
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1

	嘔吐
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	疥癬
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	褥瘡
	2
	0
	0
	2～3
	0
	0
	0
	0
	0

	胃腸炎
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	МＲＳＡ
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ＨＢＶ
	0
	1～2
	0
	1
	0
	3～4
	0
	0
	0

	ＨＣＶ
	1
	0
	2～3
	0～1
	1
	1
	0
	0
	1

	梅毒
	0
	0
	1
	0
	1
	1
	0
	0
	0

	COVID-19
	0
	1～37
	0
	0～1
	0
	0
	0
	0
	0


　2.サーベイランス　
・各部署の感染症サーベイランスの入力お願いします。
「みんなの共有→委員会→病院委員会→感染対策管理委員会→サーベイランス→感染情報→2022年」
・9月分集計・提出済み。
・各部署での発熱増加傾向。薬局へコロナ・インフルorインフル単体の検査キッド依頼中。
　3.スタッフ健康状態の確認　
・出勤時の健康状態チェックは継続し忘れずに入力お願いします。
「みんなの共有→青南病院→新型コロナ感染症対策→職員健康状態確認」
　4.医療安全・感染対策合同巡視結果報告　
・9/29「南山苑」巡視。報告書提出中。
	
	指摘事項
	改善案

	2Fフロア
	【施設内の環境】
スタッフオフィス前トイレのカーテンが汚れている。
	感染症罹患防止のため、手や顔（目・鼻・口）に触れる　　　可能性がある物品は定期的に洗濯・　消毒が必要。

	
	【危険物の管理状況】
スタッフオフィス内シンク脇にハサミ（経管栄養用）を吊るしている。
	使用後は洗浄・乾燥をし、利用者の死角になる場所へ収納することが望ましい。（オープンカウンターであるため、　持ち出しの危険性がある）

	
	【ベッドの使用状況】
床に臥床している利用者がいる。
	安全衛生上、また虐待の疑いに繋がる危険性があるため、頻回な見守り・観察やマットレス　からの転落防止策の　検討が必要。

	
	【膀胱留置カテーテルの管理状況】
畜尿バックが床に接地している。
	ケースを用意するなど本体が床に接地しないよう工夫が　必要。

	
	【清掃・整理・整頓】
スタッフオフィス内の床にオムツ類　(ケースに入れた状態)を置いている。
	スタッフより業務効率化との意見があった。
下着類は清潔保持のため、床面より30㎝以上離した状態　での保管が必要。

	3Fフロア
	【施設内の環境】
スタッフオフィス周辺に尿・便臭が　　こもっている。
	スタッフより異所排泄・弄便する利用者がいるため、都度清掃・換気しているとの意見があった。引き続き、清掃・換気は継続が必要。


※上記指摘事項については各部署管理者へ改善依頼済み。
・10月「青陽館・南陽館・南寿の里」巡視予定。
＜年間スケジュール＞
	
	5月27日
	6月23日
	8月24日
	8月23日
	9月29日
	10月
	11月

	医療安全管理委員
（担当管理）
	赤坂里美
（赤坂里美）
	藤原香織
（庭田繭子）
	松村裕美
（庭田繭子）
	沼舘しおり
（赤坂里美）
	赤坂里美
（庭田繭子）
	藤原香織
（庭田繭子）
	松村裕美
（赤坂里美）

	感染対策委員
（担当管理）
	加藤大樹
（加藤大樹）
	熊谷舞華
（沢田静子）
	沢田静子
（沢田静子）
	坂澤花恋
（加藤大樹）
	加藤大樹
（沢田静子）
	佐藤志穂
（沢田静子）
	佐藤裕真
（加藤大樹）

	巡視場所
	青南病院
	南山苑
	青陽館
南陽館
南寿の里
	青南病院
	南山苑
	青陽館
南陽館
南寿の里
	青南病院


	
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月

	医療安全管理委員
	沼舘しおり
（庭田繭子）
	赤坂里美
（庭田繭子）
	藤原香織
（赤坂里美）
	松村裕美
（庭田繭子）
	沼舘しおり
（庭田繭子）

	感染対策委員
	沢田静子
（沢田静子）
	加藤大樹
（沢田静子）
	佐藤志穂
（加藤大樹）
	白川千春
（沢田静子）
	城内海斗
（沢田静子）

	巡視場所
	南山苑
	青陽館
南陽館
南寿の里
	青南病院
	南山苑
	青陽館
南陽館
南寿の里


　5.新型コロナウイルス感染対策　
(1)各病棟のコロナラウンド（週1回）
・1ヶ月1シートで全部署のチェックが出来るように書式変更。忘れずに入力お願いします。
(2)ＩＣラウンド
・9/22（木）実施。報告書提出・掲示済み。次回10/13（木）実施予定。
＜指摘事項＞
	
	9月22日
	

	東病棟
	・水周り清掃チェックシートのサイン漏れが
ある（一部）
・消毒液の開封日が消えている
・シンク内に食器が放置されている
・感染BOXに針の混在あり
・非感染BOXに聴診器が触れている
・清潔区域内に不要なもの（汚染が危惧される
血圧計など）を置いている
	Ｂ
	
	

	西病棟
	※新型コロナウイルス感染症クラスター発生
に伴い、ラウンド中止
	
	
	

	南病棟
	・消毒液の開封日が記載されていない
・感染BOXに針の混在あり
・針捨てBOXが一杯　溢れている
	Ｂ
	
	

	北病棟
	・指摘事項なし

	Ａ
	
	


※上記指摘事項については各部署管理者へ改善依頼済み。
(3)啓発活動
①感染状況掲示（毎日更新）
②情報発信（2～4回/月）：新型コロナウイルス感染症関連の資料（ポスター・リーフレットなど）準備し、WIZおよび各部署に掲示。
→担当は前月中に当月の分担や情報に取り上げる内容を明確にしておく。また、掲示前に委員長または管轄AOMに確認してもらうように。
＜9月情報発信内容＞
・「青森県自宅療養者サポートセンター設立」啓発済み。
・「コロナ陽性者の療養期間の変更」啓発済み。
・「発生届出対象者の変更」啓発中。
＜10月情報発信内容＞
・オミクロン株対応ワクチンの対象・効果・安全性
・検討中
	青陽館

	斎藤慶大

	佐々木結南


	南寿の里

	奥寺　唯

	川井さと子


＜年間分担＞

①感染状況掲示　　　　　　　　　　　　　※専属実施
	10月
	11月
	12月

	坂澤花恋
	佐藤裕真
	坂澤花恋

	城内海斗
	木村　誠
	城内海斗

	熊谷舞華
	鎌本英利
	熊谷舞華

	北城　碧
	佐藤志穂
	角濱博子

	藤原香織
	上野雅人
	藤原香織

	赤坂里美
	松村裕美
	赤坂里美

	大井広美
	小川拓人
	大井広美


	南山苑・南陽館

	白川千春

	小村貴和

	土岐江利子

	沢田静子

	熊谷恵美

	中村緋織

	松川智恵子


②情報発信
	10月
	11月
	12月

	沢田静子
	中村緋織
	佐藤裕真

	川井さと子
	熊谷恵美
	木村　誠

	白川千春
	土岐江利子
	鎌本英利

	奥寺　唯
	小村貴和
	佐藤志穂

	
	
	上野雅人

	
	
	松村裕美

	
	
	小川拓人


(4)新型コロナウイルスワクチン接種関連
＜罹患者のワクチン接種時期＞
市保健所より罹患後、3ヶ月経過→療養期間終了後、おおむね2週間経過かつ本人の接種希望および　　診察医の判断を目安に接種可能との指示あり。本人の心身状態の回復にも配慮していく事。
＜オミクロン株対応ワクチン＞
9/20より開始されたオミクロン株対応ワクチンの接種について当院外来においても10/11～対応開始となっている。
	接種が受けられる時期
	2022/9/20～2023/3/31

	接種の対象
※全て満たす方
	・12歳以上の方
・追加接種（3回目または4回目）実施の有無にかかわらず国内において少なくとも初回接種（1回目・2回目）が完了しているまたはそれに相当する接種が完了している方
・前回の接種より一定期間（5ヶ月以上）経過した方

	効　　　果
	オミクロン株に対し、従来型ワクチンを上回る重症化予防効果と共に持続期間が短い可能性があるものの感染・発症予防効果も期待されている
異なる2種類の抗原により誘導免疫も多様な新型コロナウイルスに反応すると考えられている
(今後の変異株に対し有効である可能性がより高い)

	安　全　性
	ファイザー：注射部位疼痛（50％以上）疲労・筋肉痛・頭痛・悪寒・関節痛（10～50％）
　　　　　　下痢・発赤・腫脹・発熱・嘔吐（1～10％）
モデルナ　：注射部位疼痛・疲労（50％以上）筋肉痛・頭痛・悪寒・関節痛・悪心・嘔吐
　　　　　　リンパ節症（10～50％）紅斑・発赤・腫脹・硬結・発熱（1～10％）


接種を受ける際の同意
予防接種を受ける方には、接種による感染症予防の効果・副反応のリスクについてしっかり情報提供した上、意向確認する必要がある。各部署の委員スタッフ単位で患者・利用者や家族への十分な説明が　　出来るよう説明文書準備中。
医療安全管理委員会より
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誤注射防止のために
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(5)その他
・北・西病棟感染症クラスター化をふり返り初期対応・報告についてのマニュアル作成中。

・9/30「南山苑」感染症発生シミュレーション実施。当該施設では、下記意見・感想もふまえ感染症　　　

　の対応について再検討していく予定。
	意見・感想

	・感染症エリアのゾーニングにおいて進行方法の把握が不十分だった
・ゾーニングの指揮者（リーダー）を配置したほうがいい

・物品の配置場所・方法の把握が不十分だった

・事前情報は予めホワイトボードなどに明記し、新規情報を追加していくなど情報共有の方法を再検討する必要がある



　6.インフルエンザ感染対策　
(1)ワクチン接種関連
・企画書提出・決裁済み。
＜日程（予定）＞
10/24（月）・10/25（火）職員（精神領域/高齢領域/関連会社）
→精神領域/関連会社は予定通り実施。高齢領域は11月中旬に日程再調整中。
10/31（月）・11/ 1（火）職員（LCPみさわ）
→予定通り（予定日前後）実施。
10/24（月）～青南病院外来　　11/ 1日（火）～患者・利用者（精神/高齢領域）　クリニック外来
→患者・利用者（精神/高齢領域）は11月中旬に日程調整していく。

・各部署委員は、患者・利用者の予防接種の有無・予診票準備をすすめて下さい。リストへの入力・　　　管理をお願いします。
「委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→R4→入院患者/高齢領域利用者/みさわ利用者」
※八戸市の65歳以上の方は助成制度の対象（佐藤JGMより必要枚数確保して下さい）
　※八戸市の65歳以上の市民税非課税世帯は事前申請により無料

　※生活保護世帯の場合、接種前の事前申請が不要となり専用の予診票が個別郵送されている
・各部署管理者は、職員の予防接種の有無・希望日確認をすすめて下さい。リストへの入力・管理を　　　お願いします。
「委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→R4→職員（精神領域・関連会社）/（高齢領域）/（みさわ）」
・職員（精神領域・関連会社）の接種担当スタッフ調整・依頼済み。
・新型コロナウイルスワクチン接種券との混在がないよう各部署での管理を徹底して下さい。
　7.研修予定　 
・9 / 7（金）中途職員研修「感染対策」
・10/20（木）院内・苑内研修
「インフルエンザウイルス、ノロウイルス、コロナウイルスの感染対策」
※各部署単位での手指衛生・PPEの実技研修 調整中。
　8.感染症マニュアル　 
・見直し・改訂作業の分担予定。分担後、作業をすすめて下さい。
　9.その他　 
・特になし
＜高橋AOMより＞
・今後の予防接種についてはコロナ・インフルエンザが重なる場合もあるため、その旨も本人・家族へ十分説明し意向確認していくように。
・新型コロナ感染症発生のマニュアル作成については他職種（庶務・栄養など）との話し合いを密に　　しながら検討していくように。
※次回委員会開催日
　令和4年11月8日（火）14：30～　病院2階会議室　　議事録：加藤
バイアルの蓋・シールがグレーになっている





トレイ・ファイルの色を従来型と区別し


準備する


希釈不要だが、準備の際は必ず2人以上


で実施する








